
①学校全体でゴミの減量、節電・節水に努めます。 

②地球環境について学習します。 

③地域と連携しリサイクルに努めます。

① ゴミの減量、節電・節水の取組 

・委員会の児童が新聞紙などを再利用して作成した「古紙回収袋」を教室に置き、クラスごとに出た古

紙を資源ごみとして資源回収に出します。また、委員会の児童が中心となり、放送やポスターを掲示

し、ゴミの減量、節電・節水を呼びかけます。 

・４年社会科「水はどこから」では、水は生活や産業のいろいろな場面で使われている限りある大切な

資源であることを学習する。また、「くらしをささえる電気」では、自然の力を使った発電や自分た

ちができる節電を大勢の人で取り組むことが大切であることを学習する。「ごみのしょりと利用」で

は、ごみの分別やリサイクルをすることで、ごみを減らすだけでなく、大切な資源を節約できること

を学習する。これらの学習を通して、自分たちができることを考え、主体的に節水・節電、ごみの減

量に取り組むようにします。 

・４年理科「生き物の１年をふり返って」では、植物や動物の１年間の様子の変化を観察していくこと

により、自然界の生き物の生態は気温による変化が大きいことに気付き、地球温暖化の影響を大きく

受けていることを理解し、エネルギーの節約への意識が持続するようにします。 

・５年家庭科「整理・整とんで快適に」では、空き箱などの不要になった物を生かして使う工夫を考え

実践します。 

・６年家庭科「衣服の手入れで快適に」では、洗濯物の量に合わせた洗剤の量や、手洗い・洗濯機の選

択について実践を通して考えます。 

 



 

② 環境学習 

・６年理科「生き物どうしのかかわり」では、生物多様性について考える学習をします。また、「地球

に生きる」では、人の活動は、環境に様々な影響を及ぼしていることを学び、環境を守るための行動

宣言書をつくります。  

・５年生のまどかの学習では、米づくりの学習を通して、自然環境や地球環境について本やインターネ

ットで調べたり外部講師の話を聞いたりします。 

 

③地域と連携した取組 

・PTA と学校で、年２回の資源回収と年６回の空き缶回収を行います。 

①の取組では、教科の学習の中で自分たちの日頃の行動が地球環境や自然界にどのようにつながりどのよ

うな影響を及ぼしているのかを理解し、自分の行動を見直し改善し続けていくようにする。（多面的・総

合的に考える力、つながりを尊重する態度）



 

 

 

 
 




